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衆
議
院
議
員
秋
葉
賢
也
君
提
出
尖
閣
諸
島
周
辺
領
海
内
に
お
け
る
中
国
等
外
国
漁
船
に
よ
る
違
法
操
業
に
つ
い
て
の
政
府
の

対
応
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
秋
葉
賢
也
君
提
出
尖
閣
諸
島
周
辺
領
海
内
に
お
け
る
中
国
等
外
国
漁
船
に
よ
る
違
法
操
業
に
つ
い
て
の
政

府
の
対
応
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
三
に
つ
い
て

海
上
保
安
庁
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
尖
閣
諸
島
付
近
海
域
に
お
い
て
、
大
型
巡
視
船
を
常
時
配
備
し
、
情
勢
に
応
じ
て

体
制
を
強
化
す
る
な
ど
、
適
切
に
警
備
を
行
っ
て
い
る
。

水
産
庁
に
お
い
て
は
、
今
般
の
事
案
発
生
を
踏
ま
え
、
関
係
省
庁
と
協
議
の
上
、
平
成
二
十
二
年
九
月
十
日
以
降
、
尖
閣

諸
島
周
辺
の
我
が
国
領
海
内
に
漁
業
取
締
船
を
常
時
一
隻
配
備
し
て
い
る
。

海
上
自
衛
隊
に
お
い
て
は
、
尖
閣
諸
島
付
近
海
域
を
含
む
我
が
国
周
辺
海
域
に
お
い
て
、
Ｐ－

�
Ｃ
哨
戒
機
に
よ
る
平
素

か
ら
の
警
戒
監
視
活
動
等
に
よ
り
、
様
々
な
情
報
を
収
集
し
、
関
係
省
庁
と
情
報
の
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
関
係
省
庁
が
連
携
し
、
情
勢
に
応
じ
、
必
要
な
警
備
等
を
引
き
続
き
厳
正
か
つ
適
切
に
実

施
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
立
入
検
査
件
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
は
二
件
、
平
成
二
十
一
年
は
六
件
、
平
成
二
十
二
年
は
九
月
末
現

一



在
で
二
十
一
件
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
十
九
年
以
前
の
立
入
検
査
件
数
に
つ
い
て
も
記
録
し
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
退
去
警
告
件
数
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
尖
閣
諸
島
周
辺
の
我
が
国
領
海
内
に
お

い
て
違
法
操
業
し
て
い
る
外
国
漁
船
に
対
し
て
退
去
警
告
を
行
い
、
領
海
外
に
退
去
さ
せ
た
件
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九

年
以
降
、
記
録
し
て
お
り
、
そ
の
件
数
は
、
平
成
十
九
年
が
二
百
三
十
三
件
、
平
成
二
十
年
が
二
百
一
件
、
平
成
二
十
一
年

が
百
五
十
八
件
、
平
成
二
十
二
年
が
九
月
末
現
在
で
四
百
四
十
三
件
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

気
象
庁
に
お
い
て
は
、
災
害
の
防
止
に
係
る
気
象
情
報
の
提
供
等
を
行
う
上
で
、
尖
閣
諸
島
に
新
た
な
施
設
を
設
置
す
る

必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

防
衛
省
に
お
い
て
は
、
現
在
、
尖
閣
諸
島
に
自
衛
隊
が
直
接
管
理
す
る
施
設
の
整
備
を
行
う
こ
と
は
検
討
し
て
い
な
い
。

し
ょ

他
方
で
、
多
く
の
島
嶼
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
地
理
的
特
性
を
有
す
る
我
が
国
に
お
い
て
、
島
嶼
部
の
防
衛
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
南
西
諸
島
に
お
け
る
防
衛
態
勢
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境

等
を
十
分
に
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二



な
お
、
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
に
お
い
て
は
、
避
難
港
の
維
持
管
理
は
、
当
該
避
難
港
の
港
湾

管
理
者
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
に
お
い
て
は
、

漁
港
の
維
持
管
理
は
、
当
該
漁
港
の
所
在
地
の
地
方
公
共
団
体
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
、
国
が
直
接
維
持

管
理
す
る
こ
と
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
既
に
中
国
に
対
し
、
我
が
国
領
海
内
で
の
違
法
操
業
及
び
危
険
な
航
行
の
再
発
防
止
の
た
め
の
実
効
的

な
取
締
り
及
び
指
導
を
求
め
た
。

六
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
尖
閣
諸
島
に
関
す
る
我
が
国
の
一
貫
し
た
立
場
に
関
し
、
国
内
外
で
正
し
い
理
解
を
得
る
べ
く
、
外
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
在
外
公
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
日
本
語
、
英
語
及
び
中
国
語
の
広
報
資
料
を
掲
載
し
一
般
の
閲
覧
に

供
す
る
等
対
外
発
信
を
強
化
し
て
お
り
、
今
後
と
も
努
力
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

三


